特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年06月05日　515号
木津川清掃ウォーク　6月1日　　里山の会3名　学生5名　レンジャー事務局1名　その他10名（手原川）
川では田辺走ろう会の皆さんが刈草やごみ拾いを徹底され本当に美しくなっていました。集められたゴミの中にラジアルタイヤが数本ありました。手原川の堤防に捨てに来ているなどは本当に常識のないマナーの悪さが際立つ行為ですね。里山の会は、近鉄鉄橋から山城大橋まで拾い集めながら約1時間30分かけて歩きました。ここで集めたごみは10袋ほどでした。特にこのコースで目立ったのはたばこの吸い殻が大変多く目立ちました。また花火の燃えカスがあちらこちらに散乱しています。これらは昨年と同程度でした。飲料用のアルミ缶は昨年比較で少なくなっているようでした。手原川で作業されていたのは約10人だったとお聞きしました。里山の呼びかけに参加いただいたのは8名でした。山城大橋では、京都木津川マラソン大会の事務局長大植さんがランナーやサイクリングの方々に給水サービスを行っておられ、清掃ウォークの私たちも冷たい飲み物をいただき喉を潤しました。2時間で60人に給水されたそうです。

同志社の学生さんが参加いただき、暑い中長いコース頑張っていただきました。学生さんはこの後ワンド調査をするグループの子どもたちに合流して3時ごろまでワンド調査や魚調べなどにも出席されました。
木津川読本発刊配布記者会見　26日午後　2時から　京田辺市役所記者室にて　朝日 毎日 読売 京都 洛南タイムスの記者に集まっていただきました。里山の会からは深田理事長 播川副理事長、小泉さん伊藤千恵子さん中西カヨさん、山村が出席した。翌日の朝刊には朝日新聞と洛南がいち早く記事にしていただきました。日曜日には京都新聞が地域版のトップ記事として5人の出席者の写真を張り付けて報道されました。また火曜日には読売新聞に掲載していただきました。今回の各社の扱いはそれぞれ相当力を入れて、かなり正確に取り組みを伝えていただきました。記事にしていただいた当日から電話での問い合わせが次々とあって、「木津川読本を入手したのだけれど」と　かなり大きな反応がありました。昨日の事務局会議の最中には八幡市からお越しになって2冊戴きたいとか、川の歴史に興味を持っているのでといったお方が来られました。木津川に関する本の多くは、専門書として多数の著書が発刊されていますが、総合的に自然に関する著書は、木津川読本が最初ではないかと思われます。会員諸氏におかれましては、ぜひご一読いただきまして、ご友人や知人に内容をお話いただいたいものです。そして木津川について正しくご理解いただく仲間を大きくして、つながりの輪をさらに広げていただきたいと思います。この読本は正しく木津川をご理解いただくのに手ごろな冊子だと思います。大いに普及いただける様お願いします。販売はしていませんが活動協力金を提供いただいたみなさんには贈呈しています。
2014年度京都府地域力再生プロジェクト事業交付金申請書・提出　304万円事業　①里山農園一帯の教育・交流・施設化、②木津川植物生育調査準備作業、③木津川植物標本の記録集の発刊事業の3本柱を中心にして、④木津川読本と植物標本冊子を使った説明会解説会の開催を取組む　を加えて申請しました。会員各位におかれましては、いずれもがそれぞれ素晴らしい課題であり、実現できれば大きな地域貢献として実績を積み上げることになります。交付決定は7月中旬になると思われます。何かと事業推進にご無理をお願い申すことになりますが、ご協力をよろしくお願いします。
農園部会の開催　6月3日　京田辺市中央公民館　　午前10時から12時30分まで　　熱心な論議が繰り広げられました。ご案内した皆さんのうち1名を除いて全員が出席いただきました。早速二組に分かれて、ミニ分散会で自己紹介と意見交換を実施、次に全体会で文再開のまとめを報告して質疑応答を進めました。会議の内容報告は里山農園の休憩所に張り出していますのでご覧になってください。話し合われたポイントは、駐車場問題、不審車対策、里山農園の進む方向と方針、里山の農園生態園への取り組みに積極的な意見がありました。特に総合的に今後の方向が不明確でわかりづらいといった意見が底流にありました。今の菜園栽培についても責任者がなくて、自主的な世話役的数人の方々が引っ張っていただいている状況が鮮明になりました。この解決にはもう少し時間がかかるようでした。そこで、これから月作業量の集約を小泉さんにお願いし、会計は森島さんが担当することなどが決まりました。最後にこうした会議を月々の開催には異論がありませんでした。開会直後に会誌36号掲載の桜谷先生の提言を読み合わせました。
ご参集ください　蛍の夕べと里山音楽会　14日　集合　普賢寺小学校前　　①14時（昆虫観察会から参加）､②17時〈竹灯呂つくりから参加〉、③18時（里山音楽会から参加）　解散20時　　近頃あちこちでホタルの出現が話題になっています。河川改修が一時も早く雨水を流し去るとして三面側溝が行われ、農薬も増収策として激しく使用されてきましたが、それぞれ改善が図れてきた結果蛍の出現箇所が増加しているのではないでしょうか。里山農園や炭焼き体験場所ではホタルにとって大変厳しい環境破壊が進む中でも耐えて生命を維持して、人の手を全く加えない自然界の中で自生しています。ホタルが生きられる条件や環境が維持されているすごい場所が打田なのです。今回は桜谷先生もご参加いただけますので、昼間にも昆虫観察を行います。梅雨に入ったとの事ですが、小雨決行で行います。大いにご期待に応えられる楽しい取り組みにと頑張っています。大勢のお越しをお待ちしています。夕食弁当持参のこと
オオムラサキ観察会21日　集合10時　普賢寺小学校前又は里山農園　今年は昨年に引き続きオオムラサキの食草エノキを同じくするテングチョウが大発生をしています。少し心配ですが必ずオオムラサキの確認ができると信じています。今オオムラサキの飛翔する姿を上から確認できるように展望台の設置と通路の実現に苦労しています。お手伝いに来ていただければありがたいのですが・・。京都府下で間違いなく国蝶オオムラサキの確認できる場所は、ここにしかないといえるようにしたいものです。ご期待ください。
木津川・親子で遊ぼう　学ぼう　魚とり　22日　募集はじまる　　参加締切6月13日　募集人数100人　　予定地：木津川市山城町北河原　木津川流域センター　開橋付近、指導者　北野大輔（滋賀県立大学環境科学部3回生）小林慧人（同志社大学理工学部3回生）
暑さ対策として　ミストの購入を検討しています。　折り畳みの小型テント（3m×3m）や大型テント（3m×6m）の準備も大切と検討しています。申し込み受け付け締め切りは6月13日必着としています。昨年は熱中症対策が十分取れなかったので、開催できませんでした。何とか対策がとれそうなので開催します。締切日まで時間がありませんので大至急応募下さい。
往復はがき(復には住所をご記入ください)又はFAXでお願いします。応募者多数の場合抽選となります。抽選の結果は即お知らせしますので、住所、氏名、年齢　電話番号　ＦＡＸ番号を必ず書いて下さい。　610-0331　京田辺市田辺深田15　FAX:0774-64-4183 
この取組みに対して後援依頼を申請しています。京都府教育委員会山城教育局　琵琶湖淀川水質保全機構　河川協会　京田辺市　城陽市から返答が届いています。

６月植物観察会　６月13日（金）10時　木津川右岸　山城大橋東詰

　詳しい事はホームページ　イベント情報をご覧ください
